
美
杉
台
在
住
の
加
藤
久
忠

さ
ん
と
永
田
台
在
住
の
中
島

計
司
さ
ん
は
８
月
13
日
、
飯

能
市
監
査
事
務
局
に
対
し
、

飯
能
河
原
の
観
光
ト
イ
レ
建

設
に
あ
た
り
、
「
市
議
会
の

審
議
権
、
議
決
権
を
無
視
し
、

住
民
自
治
の
土
台
を
破
壊
す

る
も
の
で
あ
り
、
市
長
の
責

任
は
極
め
て
重
大
」
と
し
て
、

「
飯
能
市
長
に
対
す
る
措
置

請
求
書
」
（
監
査
請
求
）
を

提
出
し
ま
し
た
。

対
応
し
た
若
林
監
査
事
務

局
長
は
、
８
月
末
に
監
査
が

あ
る
の
で
、
こ
の
時
に
論
議

に
な
り
、
60
日
以
内
に
監
査

結
果
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

経
過
と
問
題
点

①
平
成
29
年
度
当
初
予
算
で

飯
能
河
原
・
割
岩
橋
下
の
観

光
ト
イ
レ
建
て
替
え
（
工
事

費
３
２
８
０
万
６
０
０
０
円

と
設
計
委
託
料
４
０
９
万
８

１
５
０
円
）
を
議
決
。
②

と
こ
ろ
が
、
新
年
度
予
算

成
立
直
後
の
４
月
、
当
初

の
建
て
替
え
計
画
は
次
年

度
で
リ
フ
ォ
ー
ム
に
、
新

観
光
ト
イ
レ
建
設
は
、
堰

上
に
変
更
。

③
７
月
７
日
に
新
設
ト
イ

レ
の
設
計
と
あ
わ
せ
て
次

年
度
の
割
岩
橋
リ
フ
ォ
ー

ム
の
設
計
契
約
を
締
結
。

④
８
月
22
日
の
議
会
全
員

協
議
会
に
、
「
割
岩
橋
観
光

ト
イ
レ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

先
立
ち
、
飯
能
河
原
堰
付
近

に
観
光
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
」

と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

６
月
議
会
の
一
般
質
問
で

山
田
と
し
子
市
議
が
取
り
上

げ
、
大
き
な
問
題
と
な
り
ま

し
た
。

二
度
と
繰
り
返
さ
な

い
措
置
を

こ
の
措
置
請
求
に
よ
る
と
、

「
地
方
自
治
法
２
２
１
条

は
予
算
の
執
行
に
関
す
る
長

の
調
査
権
を
定
め
、
同
第
２

項
で
は
予
算
の
執
行
の
適
正

を
期
す
た
め
工
事
の
請
け
負

い
業
者
か
ら
報
告
を
徴
す
る

こ
と
が
出
来
る
と
規
定
し
て

い
る
。
大
河
原
観
光
公
衆
ト

イ
レ
新
築
工
事
及
び
割
岩
橋

観
光
公
衆
ト
イ
レ
改
修
工
事

（
リ
フ
オ
ー
ム
）
設
計
業
務

委
託
契
約
は
予
算
原
則
を
逸

脱
し
て
、
予
算
の
適
正
な
執

行
を
妨
げ
た
も
の
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
ら
が

提
案
し
た
予
算
内
容
と
は
全

く
別
の
も
の
に
変
え
予
算
執

行
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

市
議
会
の
審
議
権
、
議
決
権

を
無
視
し
、
住
民
自
治
の
市

政
の
土
台
を
破
壊
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
を
了
と
し
た

市
長
の
責
任
は
極
め
て
重
大

で
あ
る
。

以
上
の
立
場
か
ら
、
市
長

に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
経
過

に
至
っ
た
全
て
の
内
容
を
包

み
隠
さ
ず
市
民
と
市
議
会
に

明
ら
か
に
し
、
こ
の
よ
う
な

暴
挙
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
の

謝
罪
と
特
段
の
利
益
を
受
け

た
フ
イ
ン
テ
ッ
ク
社
に
応
分

の
負
担
を
求
め
る
べ
き
で
あ

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

飯
能
市
平
和
委
員
会
は
終

戦
記
念
日
の
８
月
15
日
、
飯

能
駅
北
口
で
宣
伝
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

菅
間
徹
、
杉
田
実
、
佐
藤

弘
、
吉
田
敏
男
、
長
谷
川
順

子
、
新
井
巧
氏
が
リ
レ
ー
ト
ー

ク
で
、
平
和
の
大
切
さ
と
自

ら
の
思
い
を
訴
え
ま
し
た
。

マ
イ
ク
を
握
っ
た
飯
能
市

平
和
委
員
会
事
務
局
長
の
菅

間
さ
ん
は
、
「
今
日
は
73
年

目
の
終
戦
記
念
日
で
す
。
５

月
に
飯
能
市
平
和
委
員
会
を

発
足
し
て
終
戦
記
念
日
に
あ

た
っ
て
戦
争
す
る
国
づ
く
り

を
絶
対
に
許
さ
な
い
決
意
と

訴
え
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。昨

年
、
国
連
で
長
年
の
悲

願
だ
っ
た
核
兵
器
禁
止
条
約

が
採
択
さ
れ
、
今
年
６
月
に

は
、
歴
史
的
な
米
朝
首
脳
会

談
が
開
か
れ
る
な
ど
、
世
界

平
和
に
向
け
て
歴
史
的
な
一

歩
が
踏
み
出
さ
れ
、
国
際
紛

争
を
平
和
的
に
解
決
す
る
方

向
に
大
き
く
動
き
始
め
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
安
倍
政
権

は
、
世
界
の
流
れ
に
逆
行
し
、

軍
事
費
を
大
増
強
し
、
憲
法

９
条
改
憲
に
執
念
を
燃
や
し
、

秋
の
臨
時
国
会
で
の
発
議
を

狙
っ
て
い
ま
す
。
９
条
改
憲

を
許
せ
ば
、
日
本
は
再
び
73

年
前
の
戦
争
す
る
国
に
逆
戻

り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
憲
法

改
悪
ノ
ー
、
安
倍
政
治
ス
ト
ッ

プ
を
と
も
に
進
め
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。
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前
号
で
山
川
さ
ん

の
「
私
の
敗
戦
記

念
日
」
を
読
み
ま

し
た
。
小
学
二
年

生
だ
っ
た
山
川
少

年
は
、
玉
音
放
送

が
あ
っ
た
あ
の
日
、

名
栗
川
に
泳
ぎ
に

行
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
し

て
「
あ
の
日
が
猛
暑
で
あ
っ

た
こ
と
、
青
い
空
に
白
い
雲

が
浮
い
て
い
た
こ
と
、
盆
供

養
か
ら
帰
る
人
達
の
沈
み
切
っ

た
表
情
、
七
十
三
年
も
経
つ

の
に
鮮
明
に
戻
っ
て
く
る
敗

戦
記
念
日
な
の
だ
」
と
書
い

て
い
ま
す
▼
作
家
の
宮
本
百

合
子
は
そ
の
時
の
こ
と
を

「
播
州
平
野
」
で
「
大
気
は

八
月
真
昼
の
炎
暑
に
燃
え
、

耕
地
も
山
も
無
限
の
熱
気
に

つ
つ
ま
れ
て
い
る
。
が
、
村

じ
ゅ
う
は
、
物
音
一
つ
し
な

か
っ
た
。
寂
と
し
て
声
無
し
。

全
身
に
、
ひ
ろ
子
は
そ
れ
を

感
じ
た
。
八
月
十
五
日
の
正

午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
、
日

本
じ
ゅ
う
が
、
森
閑
と
し
て

声
を
の
ん
で
い
る
間
に
、
歴

史
は
そ
の
巨
大
な
歴
史
を
音

な
く
め
く
っ
た
の
で
あ
っ
た
」

と
書
い
て
い
ま
す
▼
鴻
巣
市

で
は
子
ど
も
に
自
衛
隊
の
迷

彩
服
（
戦
闘
服
）
の
試
着
体

験
を
さ
せ
る
自
衛
隊
の
イ
ベ

ン
ト
が
共
産
党
な
ど
の
要
請

で
中
止
に
な
っ
た
と
い
い
ま

す
。
戦
闘
服
を
着
た
ら
戦
争

ま
で
あ
と
一
歩
で
す
。

飯
能
市
平
和
委
員
会
が

終
戦
記
念
日
に
宣
伝
行
動

９月９日（日）午前９時30分～
飯能市富士見公民館（集会室）
参加費：（昼食付き）

一般（高校生以上）１３００円

中学生まで １０００円
級別対局

Ａ級（名人戦）４段以上と希望者

Ｂ級 ２級から３段

Ｃ級 ３級以下
主催：赤旗全国囲碁将棋大会実行委員会

後援 日本将棋連盟 日本棋院
申し込み：０４－２９２１－０７０３



日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団

は
17
日
、
秩
父
市
に
お
け
る

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取

り
組
み
と
自
伐
型
林
業
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
り
組

み
②
吉
田
・
大
田
地
域
の
デ

マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
③
太

陽
光
発
電
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
に
つ
い
て
、
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
で
は
、
平
成
22
年
か
ら
総

務
省
の
事
業
を
活
用
し
開
始
。

現
在
ま
で
に
11
人
が
委
嘱
さ

れ
３
人
の
方
が
、
秩
父
銘
仙

や
樹
液
（
メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ

プ
）
生
産
組
合
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

自
伐
型
林
業
者
の
育
成
で

は
、
今
年
８
月
か
ら
の
委
嘱

で
、
技
術
を
習
得
し
て
も
ら

い
、
森
林
環
境
税
な
ど
の
交

付
を
見
込
ん
で
私
有
林
の
管

理
を
想
定
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

②
吉
田
・
大
田
地
域
の
デ
マ

ン
ド
交
通
で
は
、
丸
通
タ
ク

シ
ー
に
委
託
、
日
に
４
便

（
月
〜
金
）
で
、
午
前
８
時

〜
９
時
、
10
時
〜
11
時
、

13
時
〜
14
時
、
15
時
30
分

〜
16
時
30
分
で
運
行
。
利

用
料
金
は
片
道
５
０
０
円
、

前
日
ま
で
の
予
約
で
４
人
以

下
の
乗
り
合
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。
バ
ス
路
線
と
の
競
合

を
避
け
る
た
め
に
エ
リ
ア
な

ど
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、
隣

町
の
町
立
病
院
ま
で
の
通
院

が
８
割
で
圧
倒
的
だ
と
い
い

ま
す
。

③
太
陽
光
発
電
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
作
成
に
つ
い
て
は
、
太

陽
光
発
電
が
悪
い
の
で
は
な

く
、
住
民
の
生
活
を
脅
か
す

よ
う
な
開
発
は
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
で
、

作
成
し
た
も
の
で
す
。

平
成
28
年
11
月
に
「
秩
父

市
太
陽
光
発
電
事
業
の
適
正

実
施
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
及
び
「
手
続
き
に
関
す

る
要
綱
」
を
定
め
て
、
対
応

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
る
こ

と
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
改
正
前

の
駆
け
込
み
と
し
て
の
質
の

悪
い
業
者
の
参
入
が
抑
制
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
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読
者
の
文
芸

俳
句

土
手
際
に
夕
げ
の
膳
に
茗
荷
の
子

梢
か
ら
見
す
白
花
カ
ラ
ス
ウ
リ

昼
顔
の
咲
き
の
ぼ
る
杉
名
栗
川

由
治

庭
先
の
石
こ
ろ
分
け
て
鳳
仙
花

鈴
虫
や
羽
擦
り
切
れ
て
鳴
き
尽
く
す

避
難
所
に
平
穏
祈
る
夏
の
星た

く
み

夏
燕
ど
こ
か
異
国
の
よ
う
な
朝

オ
ス
プ
レ
イ
夏
燕
（
つ
ば
く
ろ
）
を
鋭
く
し

ひ
た
す
ら
に
君
に
あ
い
た
い
日
の
水
母
（
く
ら
げ
）

木
瓜

川
柳

子
の
進
路
親
が
主
役
で
迷
っ
て
る

あ
ち
こ
ち
を
立
て
て
妥
協
の
寄
せ
細
工

こ
と
さ
ら
に
微
妙
な
違
い
固
執
す
る

好
日

鬼
燻
（オ
ニ
フ
ス
ベ
）

・
・
・
今
週
は
キ
ノ
コ
で
す

あ
！
「
し
ゃ
れ
こ
ー
べ
」
が
転
が
っ
て
い
る
…
？

初
め
て

見
つ
け
た
時
は
、
何
か
に
食
べ
ら
れ
、
形
が
頭
蓋
骨
に
見
え

た
の
で
、
度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。

草
む
ら
や
杉
林
の
中
に
突
然
現
れ
、
同
じ
場
所
に
繰
り
返
し

出
ま
せ
ん
。
大
き
さ
は
、

20
cm
〜
50
cm
に
も
な
り
、

真
っ
白
で
表
面
は
キ
ノ

コ
に
し
て
は
硬
い
感
じ

で
す
。

白
い
幼
菌
で
有
れ
ば
、

薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
み

そ
汁
、
フ
ラ
イ
、
バ
タ
ー

焼
き
な
ど
で
食
べ
ら
れ

る
が
、
美
味
と
言
う
程

で
は
無
い
そ
う
で
す
。

自
衛
隊
レ
ン
ジ
ャ
ー
部

隊
訓
練
に
不
安
の
声

原
市
場
地
域
を
中
心

に
自
衛
隊
の
レ
ン
ジ
ャ
ー

訓
練
の
通
知
が
回
覧
さ
れ

た
こ
と
か
ら
「
戦
争
を
思

い
出
し
て
不
安
だ
」
と
い

う
声
や
「
中
止
で
き
な
い

の
か
」
な
ど
の
声
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
危

機
管
理
室
に
も
同
様
な
電

話
が
入
っ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
飯
能
市
内
で
は
４

年
前
か
ら
５
回
目
と
な
り

ま
す
。
山
岳
地
域
で
の
厳

し
い
訓
練
で
す
。
市
民
の

目
に
慣
れ
さ
せ
る
こ
と
も

狙
い
の
よ
う
で
す
が
、
明

ら
か
に
武
装
し
た
自
衛
官

の
軍
事
訓
練
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

住
民
居
住
地
で
の
訓
練

は
慎
む
べ
き
で
す
。

住民監査請求全文 ①

措置請求の趣旨

１、飯能市は2016(平成28)年度において、割岩橋観光公衆トイ
レを解体し、建て替えることを決定し17(平成29)年度予算編成
に置いて、割岩橋観光公衆トイレ建て替え工事費(32,800,600円)
及び割岩橋観光公衆トイレ設計業務委託費（4,098,150円）を建
築課により算出し計上した。

２、市は、17（平成29）年3月市議会に都市回廊空間整備事業
（93,791,000円）として割岩橋照明設備設置工事、割岩橋観光
公衆トイレの建て替えの２事業を提案し、市議会はこれらを含

む17(平成29)年度予算を審議し議決した。
３、ところが市は新年度予算成立直後の4月、既存の割岩橋観光
公衆トイレが河川区域内であることを理由に、割岩橋観光トイ
レ工事を一旦断念した。その予算を議会では全く審議検討され
てこなかった大河原観光公衆トイレ新築に使うことを内部で検

討し、4月29日には副市長と協議し決定した。しかし、5月1日に
は、県の土木担当課から、河川区域内であっても建築上の条件
をクリアすれば、割岩橋観光トイレの建て替えも可能との見解

が伝えられた。そこで、割岩橋観光公衆トイレは改修工事(リフ
オーム)とされた。
４、上記の経過から分かるように、議会で審議決定された17
（平成29）年度予算の割岩橋観光トイレ建て替え工事予算と同
設計委託予算がわずか1ヶ月の間に別物の予算に早変わりしたと
いうことになる。予算は市民の代表である議会が審議決定した
ものであり、行政は執行義務がある。

17（平成29）年度予算では大河原観光公衆トイレの新設工事費
は一切計上されておらず、又新規事業一覧にも載っていないも
ので、今回の措置は明らかに予算の目的外使用である。なお、
予算成立後わづか１ヶ月で、当初予算に計上した割岩橋観光公
衆トイレ事業が執行不可能になるというような事態は通常はあ
りえない。あるとすれば、提案した執行部側の調査不足、怠慢
としか言いようがなく、その責任は免れない。しかも、「執行

不可能」と判断した11日後には、「執行可能」と県担当課から、
通知されているのであるから、少し待てば、割岩橋観光トイレ
建て替え工事予算は議決どおり執行できたのである。

この経過から見れば、17（平成29）年度予算編成では全く俎上
になかった大河原観光公衆トイレの新設工事は何らかの理由で
予算にも計上されず、議会審議もせずに、ある日突然強行され

たのではないかと推測されても仕方がない。 （続く）


